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　交通事故に遭わないために
　日没が早まるこの時期、夜間に多発する交通死亡事故から身を守る方法
を、実際の事故例をもとにお知らせします。
　また、交通安全の取り組みを行っている地域の方や団体を紹介します。

▲

中
央
区
職
員
に
よ
る
交
通
安
全
街
頭
啓
発

▲

幌
西
地
区
で
の
秋
の
交
通
安
全
街
頭
啓
発

▲

山
鼻
地
区
で
の
夏
の
交
通
安
全
街
頭
啓
発

▲

南
円
山
地
区
で
の
新
入
生
へ
の
啓
発
活
動

このロゴは北海道造形デザイン専門学校　吉
よしおか

岡さゆりさんの作品です

　人口　210,434人（前月比 +216）
　　男　 94,030人　女　116,404人
世帯数　114,505世帯（前月比+104）
　　　　平成19年11月1日現在
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次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
こ
れ
か
ら

迎
え
る
冬
の
交
通
安
全
と
交
通
安

全
運
動
に
携
わ
る
地
域
の
方
や
団

体
を
紹
介
し
ま
す
。

特集　交通事故に遭わないために 

多
発
す
る
交
通
死
亡
事
故

　

道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者

数
は
、
十
一
月
二
十
日
現
在
、

二
百
六
十
一
人
で
全
国
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
市
内

で
も
交
通
事
故
に
よ
っ
て
四
十
七

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
過
ぎ
や
横
断
歩
道
以
外
で
の
横

断
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
の
無
視
や
、

う
っ
か
り
・
ぼ
ん
や
り
と
い
っ
た

注
意
散
漫
が
主
な
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
（
下
図
発
生
事
例
参
照
）。

　

ま
た
、
市
内
に
お
け
る
死
亡
交

通
事
故
は
夜
間
（
午
後
六
時
〜
午

前
二
時
）
に
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
（
左
図
参
照
）。

　

こ
れ
は
、
夜
間
に
注
意
力
や
集

中
力
が
低
下
し
や
す
く
な
る
こ
と
、

ま
た
、
周
り
が
暗
く
な
る
こ
と
で

歩
行
者
な
ど
の
発
見
が
遅
れ
た
り
、

距
離
感
を
誤
っ
て
認
識
し
た
り
す

る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

＜時間帯別交通事故死者数＞
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交
通
事
故
か
ら
身
を
守
る

　

夜
間
に
発
生
し
や
す
い
交
通
事

故
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

 

自
動
車
は

①
夜
間
は
速
度
感
覚
が
鈍
る
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

②
「
早
め
点
灯
」
で
、
確
実
な
安

全
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
届
く
範
囲
し

か
見
え
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し

ま
し
ょ
う
。

 

歩
行
者
は

①
横
断
歩
道
や
信
号
機
が
あ
る
と

こ
ろ
を
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

②
外
出
時
は
明
る
い
色
の
服
装
と

夜
光
反
射
材
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

③
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
近
づ

い
て
く
る
車
が
通
り
過
ぎ
て
か
ら

渡
り
ま
し
ょ
う
。

 

自
転
車
は

①
自
転
車
も
車
両
で
す
。
飲
酒
運

転
や
一
時
停
止
無
視
、
二
人
乗
り

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
運
転
す
る
人
だ
け
で
は
な
く
、

自
転
車
に
も
夜
光
反
射
材
を
装
着

し
ま
し
ょ
う
。

③
事
故
に
遭
っ
た
自
転
車
の
多
く

が
無
灯
火
で
す
。
自
転
車
も
ラ
イ

ト
を
必
ず
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

■交通事故発生事例

発生時刻　午後８時ごろ
　自動車が直進中、右から左に横断中の歩行
者２人と衝突し、歩行者１人が死亡。
　現場は横断歩道のない片側２車線の直線道
路。
　※市内では同様の事故がほかに５件発生。

■交通事故発生事例

発生時刻　午後６時30分ごろ
　自動車が交差点を直進中、左から交差点に
進入してきた２人乗り自転車と衝突し、自転
車に乗っていた２人が死亡。
　現場は信号機のない交差点で、自転車側に
一時停止の標識があった。

出
か
け
る
と
き
は
忘
れ
ず
に

　

夜
光
反
射
材
は
、
車
の
ラ
イ
ト

を
反
射
し
て
光
り
ま
す
。

　

身
に
着
け
て
い
る
と
自
動
車
か

ら
歩
行
者
が
よ
く
見
え
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

歩
行
者
も
自
転
車
も
夜
間
に
外

出
す
る
際
は
、
夜
光
反
射
材
を
装

着
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
靴
の
か
か
と
や
か
ば

ん
、
自
転
車
は
前
輪
の
ス
ポ
ー
ク

や
後
方
か
ら
見
え
る
よ
う
に
サ
ド

ル
に
付
け
る
と
効
果
的
で
す
。

▲

い
ろ
い
ろ
な

夜
光
反
射
材

▲

自転車の前輪スポー
クに付けた夜光反射材

▲

サ
ド
ル
に
付
け
る

ラ
イ
ト
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特集　交通事故に遭わないために　

路
で
の
旗
振
り
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
交
通
安
全
運
動
実
践
会

　

交
通
安
全
指
導
員
会
や
交
通
安

全
母
の
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
交
通
安
全
運
動
で
主

導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

○
交
通
安
全
指
導
員
会

　

小
学
生
の
登
下
校
時
の
指
導
や

地
域
の
行
事
で
の
交
通
指
導
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

○
交
通
安
全
母
の
会

　

地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
「
交

通
安
全
は
家
庭
か
ら
」
を
合
言
葉

に
、
啓
発
活
動
や
研
修
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

○
各
連
合
町
内
会

　

季
節
ご
と
の
市
民
総
ぐ
る
み
運

動
に
併
せ
、
地
域
で
の
啓
発
活
動

や
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
見
守
り
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆　

◆

　

夜
間
は
、
昼
間
の
見
え
方
と
の

違
い
を
意
識
し
、
交
通
ル
ー
ル
を

し
っ
か
り
守
る
こ
と
で
交
通
事
故

に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
区
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会

（
南
２
西
10
）
☎

（271）
１
０
９
５

　

中
央
区
総
務
企
画
課
地
域
安
全
担
当

（
南
３
西
11
）
☎
（231）
２
４
０
０

こ
れ
か
ら
の
時
期
に

　

冬
を
迎
え
、
路
面
凍
結
な
ど
新

た
な
危
険
が
発
生
し
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 
自
動
車
は

①
運
転
感
覚
を
冬
型
に
切
り
替 

え
、
慎
重
な
運
転
を
心
が
け
ま 

し
ょ
う
。

②
夜
間
や
早
朝
は
、
路
面
凍
結
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
路
面
状
況

の
変
化
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
路
上
駐
車
は
、
交
通
を
妨
げ
て

渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
除
排

雪
作
業
の
妨
害
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

 

歩
行
者
は

①
青
信
号
に
な
っ
て
も
す
ぐ
に
渡

ら
ず
、
車
が
止
ま
っ
た
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。

②
足
元
ば
か
り
を
気
に
せ
ず
、
周

り
の
状
況
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
道
路
脇
の
雪
山
の
陰
か
ら
横
断

す
る
と
き
は
十
分
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　

ま
た
、

雪
山
の
上

を
歩
い
た

り
、
遊
ん

だ
り
す
る

の
は
絶
対

に
や
め
ま

し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
追
放
！

　

年
末
年
始
を

控
え
、
飲
酒
の

機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
飲
酒

運
転
は
絶
対
に

し
な
い
、
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

■
飲
ん
だ
人
に
車
を
貸
さ
な
い

■
運
転
者
に
酒
を
出
さ
な
い
・
す

す
め
な
い

■
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な

い
・
同
乗
し
な
い

交
通
安
全
は
地
域
か
ら

　

中
央
区
内
で
は
交
通
事
故
防
止

の
た
め
、
季
節
ご
と
の
「
交
通
安

全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
（
区
民
の
ペ
ー
ジ
表
紙
写

真
参
照
）。

　

こ
こ
で
は
、
地
域
の
交
通
安
全

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体
を

紹
介
し
ま
す
。

○
中
央
区
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会

　

昭
和
三
十
七
年
の
「
交
通
安
全

都
市
宣
言
」
を
機
に
札
幌
市
交
通

安
全
運
動
推
進
委
員
会
が
設
立
さ

れ
、
昭
和
四
十
七
年
の
区
制
施
行

に
よ
っ
て
中
央
区
に
も
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

季
節
ご
と
に
交
通
安
全
市
民
総

ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
、
幹
線
道

　苗穂地区交通安全指導員会は、現在６人の指導員が交代で登校時の交通指
導を行っています。
　また、同地区の児童が通う市立中央小学校（大通東６）の通学区域である
東北地区・東地区と合同で、昭和52年から「三地区合同交通安全の集い」を
行っています。
　地域の運動で中心的役割を果たす交通安全指導員を、45年間務めている同

会会長の吉
よしやまはちろう

山八郎さんに、最近の交通マ
ナーについてお伺いしました。

●●●交通ルールを守りましょう●●●

　「最近はルールを守らない人が増えました。歩行者の斜め横断
もありますが、特に自転車の運転は危ないですね。歩行者側の青
信号が点滅していても猛スピードで渡ってしまいますから、右左
折の車とぶつかりそうになる光景を何度も目にしています」とマ
ナーの低下を心配していました。
　また、「子どもたちと元気なあいさつを交わすのが活動の張り
合いになっています」と、苗穂の子どもたちの交通安全を見守る
優しいまなざしで語ってくださいました。

▲「三地区合同交通安全の集い」で子
どもたちに語りかける吉山さん

▲苗穂地区交通安全指導員会
　会長　吉山八郎さん



中央　�2007ー●12 ー広報さっぽろ

情 報
オアシス▽

内
容　

音
楽
を
通
じ
て
区
民
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

中
学
生
の
元
気
な
歌
声
や
演
奏
と
、

女
性
11
人
組
ブ
ラ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

「
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル
」
の
斬

新
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

第
１
部
～
中
央
区
の
中
学
生
に
よ

る
合
唱
・
吹
奏
楽
演
奏
。

第
２
部
～
東
京
ブ
ラ
ス
ス
タ
イ
ル

に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
。

▽
日
時　

１
月
20
日
（日）
午
後
１
時

開
演
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）。

▽
会
場　

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
Ｋキ

タ

ラ

ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ａ（
中
島
公
園
内
）

大
ホ
ー
ル
。

▽
定
員
・
費
用　

２
千
8
人
・
無

料
。　

▽
申
込　

往
復
は
が
き
に
鑑
賞
希

望
者
全
員
（
５
人
ま
で
）
の
氏
名
、

中
央
区
ふ
れ
あ
い

　
　

コ
ン
サ
ー
ト

中
央
区
ふ
れ
あ
い

　
　

コ
ン
サ
ー
ト

代
表
者
の
住
所
、

電
話
番
号
、
返

信
あ
て
先
を
記

入
し
て
、
１
月

４
日
（金）
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、

中
央
区
役
所
地

域
振
興
課
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー

ト
」
係
（
〒
060-

8612　

南
３
西
11
）

へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
多
数
時

抽
選
。

詳
細　

地
域
振
興
課
地
域
活
動
担

当　

☎（
231
）２
４
０
０（
内
線
256
）

▲

 

デ
ザ
イ
ン
・
イ
ラ
ス
ト
は
、

北
海
道
造
形
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校　

山や
ま

科し
な

麻ま

夕ゆ

美み

さ
ん
の
作
品

 

市
税
を
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
り
、
平
日
の
午
後
５
時
15
分
ま

で
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
に
対

し
て
、
夜
間
・
休
日
相
談
を
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
夜
間
相
談　

12
月
17
日
（月）
～
21

日
（金）
の
午
後
８
時
ま
で
。

▽
休
日
相
談　

12
月
22
日
（土）
、
23

日
（祝）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
。

※
夜
間
・
休
日
相
談
は
、
庁
舎
南

側
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

納
税
課☎

（
231
）
２
４
０
０

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
相
談
に
つ
い
て

　

今
月
末
は
平
成
19
年
度
国
民
健

康
保
険
料
第
７
期
分
の
納
期
限
で

す
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

納
付
願
い
ま
す
。

市
税
の
夜
間
・
休
日

　
　

納
付
相
談
に
つ
い
て

市
税
の
夜
間
・
休
日

　
　

納
付
相
談
に
つ
い
て

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
料
を
納

付
で
き
な
い
事
情
が
あ
り
、
平
日

の
午
後
５
時

15
分
ま
で
に

お
越
し
に
な

れ
な
い
方
に

対
し
て
、
夜

間
相
談
を
行

い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
夜
間
相
談　

12
月
26
日
（水）
、
27

日
（木）
の
午
後
８
時
ま
で
。　

※
夜
間
相
談
は
、
庁
舎
南
側
玄
関

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

詳
細　

保
険
年
金
課
収
納
一
・
二

係�

☎
（
231
）
２
４
０
０

案
内
状
は
12
月
5
日

（水）
に
発
送
し

ま
す
。

　

区
内
に
お
住
ま
い
の
新
成
人

（
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
を

含
む
）
を
対
象
に
、
中
央
区
成
人

の
日
行
事
実
施
委
員
会
の
主
催
で
、

成
人
式
の
ご
案
内

成
人
式
の
ご
案
内

「
平
成
20
年
中
央
区
新
成
人
の
つ

ど
い
（
成
人
式
）」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

１
月
14
日
（祝）
午
前
11
時

30
分
（
受
け
付
け
は
午
前
11
時
か

ら
）。

▽
会
場　

札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
３

階
パ
ー
ク
ホ
ー
ル
（
南
10
西
３
）。

▽
対
象��

昭
和
62
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。

　

区
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

方
に
は
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
12
月
10
日
（月）
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
の
方
に
は
案
内
状
が

届
き
ま
せ
ん
が
、
成
人
式
へ
の
出

席
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
後
日

案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
区
内
に
お
住
ま
い
で
、
住
民
登

録
を
し
て
い
な
い
方
。
②
区
内
の

親
元
な
ど
に
帰
省
し
、
成
人
式
へ

の
出
席
を
希
望
す
る
方
。

詳
細　

地
域
振
興
課
地
域
活
動
担

当　

☎（
231
）２
４
０
０（
内
線
255
）

中央区役所
　☎231-2400（南３西11）
中央保健センター
　☎511-7221（南３西11）
中央区土木センター
　☎614-5800（北12西23）
中央区民センター
　☎271-1100（南２西10）
旭山公園通地区センター
　☎520-1700（南９西18）

大通公園まちづくりセンター
　☎251-6353（北１西９）
東北まちづくりセンター
　☎251-8119（北２東２）
苗穂まちづくりセンター
　☎261-3669（北１東10）
東まちづくりセンター
　☎241-1696（南２東６）
豊水まちづくりセンター
　☎521-0204（南８西２）
西創成まちづくりセンター
　☎521-2384（南５西７）
曙まちづくりセンター
　☎511-0116（南11西10）
山鼻まちづくりセンター
　☎511-6371（南23西10）
幌西まちづくりセンター
　☎561-3256（南11西14）
西まちづくりセンター
　☎561-7124（南６西13）
南円山まちづくりセンター
　☎561-2472（南９西21）
円山まちづくりセンター
　☎611-3367（北１西23）
桑園まちづくりセンター
　☎621-3405（北７西15）
宮の森まちづくりセンター
　☎644-8760（宮の森2-11）

市コールセンター　☎222-4894

区役所関連施設



情 報
オアシス 12月11日からの内容です

中央　� 2007ー●12 ー広報さっぽろ

「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」 「
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
を
心
が
け
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

豊水地区
吉
よし

中
なか

　新
しん

太
た

郎
ろう

さん
西創成地区
小
こ

嶋
じま

　信
のぶ

行
ゆき

さん

講　座　名 開 催 日 時 定 員 費　用
①フラワーアレンジメント
「クリスマスを飾ります！」

12月20日（木）
午前10時～正午 15人 受講料　700円

教材費　3,300円
②フラワーアレンジメント
「お正月を飾ります！」

12月27日（木）
午前10時～正午 15人 受講料　700円

教材費　3,300円
＜対象＞区内在住・在勤の18歳以上の方（高校生を除く）
＜持ち物＞新聞紙、ごみ袋、はさみ、筆記用具
③子ども「卓球教室」 12月26日（水）

午前10時～正午 16人
無料④子ども「やさしい将棋教室」12月26日（水）

午後１時～５時 12人
＜対象＞区内在住・在学の小中学生
＜持ち物＞③運動靴、ラケット、動きやすい服装

受賞おめでとうございます
～札幌市自治振興功労者表彰～

　長年、地域の発展に尽くされた方の功績
をたたえ、「札幌市自治振興功労者」の表
彰式が11月21日（水）に行われました。
　中央区からは、連合町内会役員を歴任さ
れ、自治振興に大きく貢献された２人が受
賞されました。

▽
内
容　

３
Ｄ
と
ア
ニ
メ
の
楽
し

い
ク
リ
ス
マ
ス
映
画
「
ポ
ー
ラ
ー

エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
を
上
映
し
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
22
日
（土）
午
前
１０
時

～
正
午
。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
対
象　

小
学
生
以
上
（
親
子
で

観
賞
が
で
き
ま
す
）。

▽
定
員
・
費
用　

200
人
・
無
料
。

当
日
、
直
接
会
場
へ
。

※
駐
車
場
が
狭

く
大
変
込
み
合

い
ま
す
の
で
、

ご
来
館
の
際
に

は
、
最
寄
の
公

共
交
通
機
関
を

冬
休
み
映
画
観
賞
会

冬
休
み
映
画
観
賞
会

▽
内
容　

将
棋
の
ル
ー
ル
説
明
か

ら
実
戦
（
対
局
）
ま
で
。

▽
日
時　

１
月
７
日
（月）
～
10
日
（木）

の
４
日
間
、
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
。

▽
会
場　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

（
南
２
西
10
）
１
階
娯
楽
室
。

▽
対
象　

区
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
。

▽
定
員
・
費
用　

40
人
・
無
料
。

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
下
じ
き
。

▽
申
込　

12
月
11
日
（火）
～
19
日
（水）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
同
セ

ン
タ
ー
1
階
窓
口
か
電
話
で

（
土
・
日
可
）。
先
着
順
。

　

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
引
き

続
き
受
け
付
け
ま

す
。
応
募
者
が
著

し
く
少
な
い
と
き

は
、
開
講
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
・
詳
細　

中
央
区
民
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
事
務
局

☎
（
271
）
１
１
０
０

地
区
セ
ン
タ
ー
講
座

▽
日
程
等　

下
表
の
通
り
。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
申
込　

12
月
12
日
（水）
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付

子
ど
も
元
気
塾
Ⅱ

　

将
棋
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

子
ど
も
元
気
塾
Ⅱ

　

将
棋
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

け
（
電
話
不
可
）。
①
②
午
前
10

時
か
ら
③
④
午
前
11
時
か
ら
受
け

付
け
開
始
。

　

開
始
時
点
で
定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
。
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
以
降
先
着
順
で
窓
口
受
け
付

け
（
午
前
８
時
45
分
～
午
後
７
時

（
日
・
祝
日
を
除
く
））。

※
申
し
込
み
時
に
受
講
料
等
を
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。
納
入
さ
れ
た

受
講
料
は
原
則
と
し
て
お
返
し
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
・
詳
細　

旭
山
公
園
通
地
区
セ

ン
タ
ー�

☎
（
520
）
１
７
０
０

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン
タ

ー�

☎
（
520
）
１
７
０
０

地
区
セ
ン
タ
ー
行
事

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
対
象
に
多
目
的
ホ

ー
ル
を
開
放
し
ま
す
。
種
目
は
、

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
み
で
す
。

▽
日
時　

１
月
５
日
（土）
、
12
日
（土）

の
午
後
１
時
～
５
時
。

▽
会
場　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン

タ
ー
（
南
９
西
18
）。

▽
申
込
・
費
用　

不
要
・
無
料
。

▽
持
ち
物　

運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト

や
ボ
ー
ル
な
ど
の
用
具
。
ま
た
、

動
き
や
す
い
服
装
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

詳
細　

旭
山
公
園
通
地
区
セ
ン
タ

ー�

☎
（
520
）
１
７
０
０

＜地区センター講座＞

広告
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オアシス

12月11日からの内容です

中央　�2007ー●12 ー広報さっぽろ

　

広
報
さ
っ
ぽ
ろ
11
月
号
「
中
央

区
民
の
ぺ
ー
ジ
」
の
３
㌻
に
掲
載

し
た
「
中
央
区
内
に
あ
る
地
域
開

放
図
書
館
」
の
表
中
で
日
新
小
学

校
の
開
放
時
間
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　

訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

「
火
・
水
・
木
の
開
放
時
間
」

▽
誤　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

（
11
月
～
3
月
）

▽
正　

午
後
１
時
～
４
時

「
第
３
土
曜
日
の
開
放
時
間
」

▽
誤　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

▽
正　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

詳
細　

総
務
企
画
課
広
聴
係

☎
（
231
）
２
４
０
０

「
飲
ん
だ
人
に
車
を
貸
さ
な
い
」「
乗
る
人
に
飲
ま
せ
な
い
」　

～子育てに役立つ情報を提供するコーナーです～
申込・詳細 　健康・子ども課子育て支援係

〒060-0063　南３西11　☎511-6399

　【子育て講座受講者募集】
　就学前の乳幼児を育てている保護者のための講
座です。
◆内容　「おもちゃの大切さ」（講師＝玩具店「ﾊ
ﾝｽﾞｵﾝﾄｰｲ ｷﾝダｰﾘｰプ」 杉

すぎもと
本　秀

ひで
樹
き

店長）。
◆日時　１月25日（金）午前10時～11時30分。
◆会場　中央保健センター（南３西11）。
◆対象　0歳から就学前までのお子さんを育てて
いる保護者（受講中はお子さんをお預かりします）。
◆定員・費用　20人・無料。
◆申込　12月25日（火）午前
９時から電話でお申込みく
ださい。先着順。

【胃がん・大腸がん検診】
◆検診日　毎月第２金曜日の午前８時45分～10時。
◆会場　中央保健センター（南３西11）。
◆対象　職場で受診する機会のない40歳以上の方。
◆費用　①胃がん・大腸がんセット検診　1,100円、
②胃がん検診　700円、③大腸がん検診　600円。
　ただし、次の方は検診料金が免除されます。各証
明書をご持参ください。①70歳以上の方（健康保険
証などの年齢が証明できる書類）、②特定の障がい
のある65歳～69歳の方（老人保健法医療受給者証）、
③生活保護世帯の方（生活保護受給証明書）、④市
民税非課税世帯の方（市道民税課税証明書）。
◆申込　電話でお申し込みください。

発生件数 死者数 傷者数

中央区 1,658
（-201）

9
（+4）

1,954
（-223）

札幌市 8,898
（-1,074）

47
（+8）

10,648
（-1,333）

交通事故発生件数

※平成19年11月２０日現在。（　）は前年比

　

南
円
山
地
区
は
、
明
治
三
年
に

山
形
県
か
ら
円
山
の
東
側
の
ふ
も

と
に
入
植
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
約
百
四
十
年
後
の
現

在
、
こ
の
地
区
に
は
、
い
わ
ゆ
る

「
円
山
ブ
ラ
ン
ド
」
を
発
信
し
て

い
る
お
し
ゃ
れ
な
店
が
点
在
し
、

ま
た
、
自
然
豊
か
な
文
教
地
区
と

し
て
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
先
人
が
さ
ま
ざ
ま
な

苦
労
を
重
ね
て
現
在
に
至
っ
た
こ

と
を
、
地
域
の
人
た
ち
が
忘
れ
る

こ
と
な
く
今
も
脈
々
と
受
け
継
い

で
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
中
心
と
な
る
南
円
山
連
合

町
内
会
で
は
各
種
団
体
と
連
携
し

て
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
今
年
で

三
十
八
回
を
数
え
る
大
運
動
会
、

敬
老
会
、
防
災
訓
練
な
ど
の
行
事

や
催
し
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
古
く

か
ら
い
る
住
民
と
新
た
に
住
民
に

な
ら
れ
た
方
々
が
一
緒
に
参
加
し
、

交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
ま

　

第
八
回
の
「
ま
ち
セ
ン
通
信
」
は
、

南
円
山
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。

　

※
人
口
・
世
帯
数
は
、
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
所
管
区
域
ご
と
の
統
計
で
す
。

　
　

（
住
民
基
本
台
帳
ベ
ー
ス
・
平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
）

 

南
円
山
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

       

南
９
条
西
21
丁
目　
　
　

              

☎
（561）
２
４
７
２

▲今
いま

井
い

　健
けん

一
いち

所長

す
。

　

こ
れ
ら
の
行
事
は
、
一
見
目
新

し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
の

文
化
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
参

加
者
同
士
の
交
流
が
「
地
域
力
」

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
取
り

組
む
底
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
地

域
の
安
全
・
安
心
や
子
育
て
サ
ロ

ン
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
温
か
い
地
域
力
が

育
ん
で
き
て
い
る
南
円
山
地
区
を

よ
り
よ
い
形
で
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
も
共

に
歩
ん
で
い
ま
す
。（
今
井　

健
一
）▲南円山地区大運動会の様子

申込・詳細 　保健センター健康・子ども課
〒060-0063 南３西11　☎511-7221　c 511-8499

ガイド

ま
ち

セン通信

第 8回

人  口/14,768
世帯数/ 7,381

広
報
さ
っ
ぽ
ろ
「
中
央
区
民
の

ぺ
ー
ジ
」
の
お
詫
び
と
訂
正
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◆窓口業務
　年末を迎え、区の窓口業務は大変込み合う
ことが予想されます。ご利用の方は、お早め
にお越しください。
※住民票や印鑑証明書などの交付、死亡届、
市税の納入などについては、本誌34ページを
ご覧ください。

◆相談コーナー
　区役所１階の相談コーナーでは、各種の相
談窓口を開設しています。相談は、面談のほ
か電話でもお受けいたしますので、お気軽に
ご利用ください（ただし、法律相談は電話に
よる予約が必要で、面談のみです）。なお、
年末年始の相談日は表２の通りです。
詳細 　総務企画課広聴係　☎231-2400

◆ごみの収集

　
　１月１日（祝）から３日（木）まで、ごみの
収集を休みます。なお、各地区の年末年始
の収集日は表３の通りです

※蛍光管はお近くの回収協力店（市内の指定
された電気店・家電量販店・スーパーマーケ
ット・ホームセンター）へ。
詳細 　中央清掃事務所　☎581-1153

年末年始のご案内

　ごみは中身の見えるごみ袋に入れ、お
住まいの地区の決められた収集日当日の
午前８時30分までに出してください。
（注：年末年始は、ごみの量が多くなる
ため、特別収集体制を組む必要があり、
収集時間がいつもと異なる場合がありま
すので、ご了承ください）。

施　　設　　名 休みとなる期間

区民センター図書室、
旭山公園通地区センター図書室

12月28日（金）
～１月３日（木）

区役所、各まちづくりセンター

12月29日（土）
～１月３日（木）

土木センター、保健センター
区民センター事務局（図書室を除く）、
旭山公園通地区センター（図書室を除く）
中央図書館、中央体育館

表１　主な施設の休み
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表２　相談コーナー

相　談 相 談 日 相談時間 年末最終日 新年初日

市政一般 毎週月～金曜日 午前８時45分～          
　午後５時15分 28日（金）４日（金）

家庭生活 毎週火・木曜日 午前10時～正午          
午後１時～４時 27日（木）８日（火）

法　　律

第１・３水曜日　午後
※ 当日午前９時から電話で予約受け

付け。
　先着８人（相談時間は１人20分）。 
申込・詳細　区役所総務企画課広聴係
☎２３1－２４００

19日（水）16日（水）

行　　政 毎週金曜日 午後１時～４時 28日（金）４日（金）

表３　ごみの収集

区　　分 収集地区 年末最終日 新年初日

燃やせるごみ
月・木曜日の地区 31日（月） ７日（月）
火・金曜日の地区 28日（金） ４日（金）

燃やせないごみ
水曜日の地区 26日（水） ９日（水）
木曜日の地区 27日（木） 10日（木）
金曜日の地区 28日（金） ４日（金）

資源の日
◆びん・缶・ペット
ボトル
◆プラスチック

月曜日の地区 31日（月） ７日（月）
火曜日の地区 25日（火） ８日（火）
水曜日の地区 26日（水） ９日（水）
木曜日の地区 27日（木） 10日（木）
金曜日の地区 28日（金） ４日（金）

大型ごみ（木製家
具、自転車等、リサ
イクル品としての収
集申し込みを含む）

～申込・問い合わせ～
大型ごみ収集センター
☎281－8153
午前９時～
午後４時30分（12/29
～1/３を除いて土・
日・祝日も受け付け
ます）

中央区全域 25日（火） ８日（火）

　年末最後の収集日12月25日（火）の予約
申し込み期限は、12月21日（金）です。
　新年収集初日（１月８日（火））の予約
申し込み期限は、１月４日（金）ですが、
12月29日（土）から１月３日（木）までは
大型ごみ収集センターが休みのため、申し
込みできません。
　年末年始は、特に予約申し込みが殺到し、
混雑することが予想されます。　　
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ふれあい写真館
 チームワークが大切(11/11)
　中央体育館 （大通東６）において、中央区
体育指導委員会主催の「インドア雪合戦大会」
が開催され、12チーム約90人が参加しました。
　これは、集団競技を通じてチームワークの
大切さを知り、子どもたちの交流の輪を広げ
ることを目的に開催され、今年で６回目とな
ります。
　各チームは、選手の役割や攻撃・守備の方
法などに工夫を凝らし、チームワークを競い
合いました。観客席からも選手たちに大きな
声援が送られていました。

 紅葉を楽しみながら、
　　　体力づくり(10/24)

　中央区健康づくり元気会および中央区主催の
「藻岩山山麓ウオーキング」が開催され、秋晴
れの下、約100人がさわやかな汗を流しました。
　参加者は、電車事業所横（南22西15）から中
央図書館、山鼻中学校横を通り、藻岩山ふもと
の水道記念館（伏見４）までの約２㌔を歩きま
した。

　山鼻小学校 （南14西10）において、「曙ほのぼの
芸能祭」が開催され、曙地区の住民ら約400人が参
加しました。
　この芸能祭は、地域の芸術・文化活動を発表する
場として平成17年に開催された「曙ほのぼの文化展」
に始まり、今年で３回目。これまでは旧曙小学校舎
（南11西９）で行っていましたが、改修工事のため、
今回は山鼻小学校を利用して開催されました。
　第１部では、同校スクールバンドや中島中学校合
唱部が練習の成果を披露、地域住民によるフラダン
ス、日舞、民謡、合唱なども行われました。観客は
手拍子や歓声で会場を盛り上げました。
　第２部では、曙地区連合町内会創立35周年記念事
業として、落語家と漫才コンビを招きました。
　空き教室では、子ども縁日や手作りバザー、子育
てルームも開かれ、親子連れでにぎわいました。

  文化の秋、にぎわう芸能祭(10/27)

広告


